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スポーツマネジメント推進センター設立／短期大学部・クリスマス会／
人間文化学部・観察学習
キャリア探検隊 [トヨタウッドユーホーム㈱ ] ／キャリア就職支援課だより／
防災士会との基本協力調印式／イベントスケジュール
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スポーツマネジメント
推進センター

設立
センター長　小山さなえ

（経営学部准教授）

クリスマス会 観察学習
女子短期大学部 人間文化学部

発達教育専攻

劇
で
一
気
に
元
気
な
雰
囲
気
へ
変

貌
し
ま
し
た
。
会
場
は
壁
面
装
飾

が
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た

季
節
ご
と
の
行
事
を
楽
し
む
と
い

う
の
も
、
良
き
保
育
者
の
養
成
に

つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

推
進
セ
ン
タ
ー
（
以
下
「
セ

ン
タ
ー
」
）は
、

回
開
催
予

定
の
「
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
振
興

『
栃
木
モ
デ
ル
』
構
築
に
関

す
る
研
究
会
」
の
活
動
を
引

き
継
ぎ
、
本
県
か
ら
ス
ポ
ー

ツ
振
興
と
地
域
活
性
化
の

好
循
環
を
創
出
す
る
こ
と

を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

セ
ン
タ
ー
は
、２
０
２
０

年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
２
０

２
２
年
栃
木
国
体
を「
栃
木

モ
デ
ル
」
構
築
に
向
け
た
好

機
と
捉
え
、「
す
る
」ス
ポ
ー

ツ
だ
け
で
は
な
く
、「
み
る
」

「
支
え
る
」ス
ポ
ー
ツ
を
重
視

し
て
、県
内
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ

の
振
興
・
発
展
と
ス
ポ
ー
ツ

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
人
材
育
成
・

活
用
を
図
り
、
栃
木
か
ら

新
た
な
ス
ポ
ー
ツ
文
化
を

創
造
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。

　

セ
ン
タ
ー
の
役
割
に
は
、

①
実
践
的
な
連
携
・
協
力

活
動
（
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム

機
能
）
、
②
調
査
・
研
究
を

担
い
情
報
共
有
と
制
作
提

言
（
シ
ン
ク
タ
ン
ク
機
能
）
、

③
学
生
の
実
践
教
育
・
選
手

の
セ
カ
ン
ド
キ
ャ
リ
ア
教
育
、

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
学
習
（
教
育

機
能
）が
あ
り
ま
す
。こ
れ
ら

の
活
動
を
通
じ
て
セ
ン
タ
ー

の
目
的
を
実
現
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

月

日
（
木
）、
学
友
会
ク
リ

ス
マ
ス
会
委
員
の
企
画
に
よ
る
ク

リ
ス
マ
ス
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

ク
リ
ス
マ
ス
会
は
、ハ
ン
ド
ベ
ル

ク
ワ
イ
ヤ
の
演
奏
で
し
っ
と
り
と

始
ま
り
、
ゲ
ー
ム
や
ク
リ
ス
マ
ス

　

今
年
度
、
人
間
文
化
学
部
発
達

教
育
専
攻
で
は
、

名
の
学
生
た

ち
が
清
原
地
区
の
小
学
校
で
観
察

学
習
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。
今
回
は

月

、

日
に
清

原
南
小
学
校
で
観
察
学
習
に
臨
ん

だ
２
年
生
の
笠
井
麻
未
さ
ん
、
河

野
観
穂
さ
ん
、
后
藤
麻
実
さ
ん
、

佐
藤
巨
也
さ
ん
、
塩
原
樹
さ
ん
に

話
を
聞
き
ま
し
た
。
こ
の
二
日
間

で
授
業
中
の
机
間
指
導
や
持
久
走

大
会
の
準
備
な
ど
様
々
な
活
動
を

体
験
す
る
こ
と
に
よ
り
、小
学
校
の

一
日
の
動
き
や
子
ど
も
た
ち
の
学

習
・
生
活
へ
の
理
解
を
深
め
る
こ

と
が
で
き
た
そ
う
で
す
。
学
生
た

ち
は
「
子
ど
も
た
ち
の
純
粋
さ

に
触
れ
て
ま
す
ま
す
小
学
校
の
先

生
に
な
り
た
い
と
思
っ
た
。」、「
判

断
力
が
つ
い
た
の
で
、
大
学
に
戻
っ

て
か
ら
も
早
く
決
断
し
て
動
け
る

よ
う
に
な
っ
た
。」
な
ど
の
手
応
え

を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
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清原南小学校で観察学習に臨んだ学生たち

スポーツマネジメント推進センター設立に関する共同記者会見

（栃木県庁にて）
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サ
タ
デ
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キ
ャ
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会
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会

冬
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休
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５
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ク
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誕
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（第２回）
トヨタウッドユーホーム株式会社
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（第２回）
トヨタウッドユーホーム株式会社

キャリア探検隊
～その仕事に、技あり！～

就職に向けて！－－－メイクアップ講座－資資資生堂販売株式会社

就職に向けて！－メイクアップ講座－資生堂販売株式会社

キキ
ャャ
リリ

アアア・・
就職就

だ

栃木県防災士会との
基本協定調印式

　

月
９
日（
日
）、作
新
学
院
大

学
に
お
い
て
栃
木
県
防
災
士
会

（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人　

理
事
長　

稲
葉

茂
氏
）
と
の
「
防
災
・
減
災
に

係
る
連
携
協
力
に
関
す
る
基
本

協
定
書
」
の
調
印
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
こ
の
基
本
協
定
で
は
、

本
学
周
辺
地
域
の
防
災
・
減
災

計
画
の
立
案
や
防
災
・
減
災
に

関
す
る
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開

発
な
ど
を
両
者
の
協
力
で
進
め

て
行
く
こ
と
が
計
画
さ
れ
て
い

ま
す
。
調
印
式
の
後
、
同
じ
会

場
に
お
い
て
日
本
防
災
士
会
北

関
東
連
絡
協
議
会
主
催
の
防
災

や
避
難
に
関
す
る
図
上
訓
練
の

研
修
会
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

トヨタウッドユーホームの
工場見学バスツアー

地域の防災・減災に役立つ大学をめざして

　

月

日
（
日
）、
ト
ヨ
タ
ウ
ッ
ド

ユ
ー
ホ
ー
ム
宇
都
宮
西
工
場（
栃
木
市

西
方
町
本
城
）で
、
工
場
見
学
バ
ス
ツ

ア
ー
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
約
２
５

０
名
の
見
学
者
が
県
内
外
か
ら
参
加

し
て
い
ま
し
た
。ト
ヨ
タ
ウ
ッ
ド
ユ
ー

ホ
ー
ム
で
は
、
木
造
住
宅
の
構
造
材

等
を
可
能
な
限
り
工
場
内
で
加
工
し

て
い
ま
す
。
そ
れ
に
よ
り
、
現
場
の

大
工
さ
ん
は
効
率
よ
く
仕
事
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
、
工
期
短
縮
や
木
く

ず
を
出
さ
な
い
建
築
現
場
が
実
現
し

て
い
る
の
で
す
。

　

前
回
登
場
い
た
だ
い
た
作
新
学
院

大
学
Ｏ
Ｂ
の
五
十
嵐
涼
太
さ
ん
も
、

宇
都
宮
支
店
分
譲
営
業
グ
ル
ー
プ
の

一
員
と
し
て
、
お
客
様
の
案
内
業
務

に
就
い
て
い
ま
し
た
。

誠
実
に
接
客
し
て
い
る

五
十
嵐
さ
ん
の
姿
に
、

作
新
学
院
大
学
の
卒
業

生
ら
し
い
、
キ
ラ
ッ
と

輝
く
人
柄
と
仕
事
に
か

け
る
情
熱
を
感
じ
る
こ

と
が
で
き
ま
し

た
。

　

月

日（
水
）、資

生
堂
販
売
株
式
会
社

の
近
藤
理
恵
氏
を
講

師
に
迎
え
、
就
職
ガ
イ

ダ
ン
ス
の
一
環
で
、
希

望
者
を
対
象
と
し
た

「
メ
イ
ク
ア
ッ
プ
講
座
」

を
実
施
し
ま
し
た
。

　

就
職
活
動
に
お
い
て「
第
一
印
象
を
良
く
す
る
笑
顔
を
引

き
出
す
た
め
の
メ
イ
ク
ア
ッ
プ
」
を
テ
ー
マ
に
、
ス
キ
ン
ケ

ア
の
方
法
か
ら
ア
イ
カ
ラ
ー
、
チ
ー
ク
な
ど
の
使
い
方
ま

で
、
講
師
の
説
明
を
聞
き
な
が
ら
、
参
加
学
生
は
そ
の
場

で
メ
イ
ク
を
実
践
し
ま
し
た
。

　

参
加
学
生
か
ら
は
、「
普
段
の
メ
イ
ク
で
は
意
識
し
て
こ

な
か
っ
た
こ
と
ま
で
学
べ
た
」、「
就
職
活
動
を
想
定
し
た

メ
イ
ク
の
仕
方
を
講
師
の
指
導
の
も
と
実
践
で
き
て
良

か
っ
た
」
と
い
っ
た
感
想
が
出
ま
し
た
。
本
学
と
し
て
も

「
就
職
活
動
に
適
し
た
メ
イ
ク
っ
て
ど
う
や
る
の
？
」
と
い

う
女
子
学
生
の
声
に
応
え
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
就
活

シ
ー
ズ
ン
を
前
に
有
意
義
な
講
習
で
し
た
。
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２
年
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送
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会

大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
試
験

春
期
休
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8
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SUN  SAT

28
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第
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デ
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究
会

11

2014

12
2015

1

　

「
燦（
Ｋ
Ｉ
Ｒ
Ａ
Ｒ
Ｉ
）」の
第

号

を
お
届
け
い
た
し
ま
す
。
寒
い
日
が

続
く
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
が
、

清
原
キ
ャ
ン
パ
ス
発
の
Ｈ
Ｏ
Ｔ
な

ニ
ュ
ー
ス
で
、
み
な
様
の
心
を
温
め

ら
れ
た
ら
幸
い
で
す
。
ど
う
ぞ
、
良

い
お
年
を
お
迎
え
く
だ
さ
い
。


